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1 はじめに
世界の子供たちが絵文字メッセージをやり取りして親

睦を深める絵文字コミュニケーションシステムがある [1]．
システムで使われる絵文字は創作絵文字であり，感情や
文化など非形式的な情報を伝え，多様な解釈を持ちうる．
絵文字メッセージを作成する際に，メッセージ作成者

は，登録絵文字の中から必要な絵文字を探すが，一つの
絵文字が多様な解釈を持ったり，複数の絵文字が同じ解
釈を共有したりするので，どの絵文字を使えばよいか迷
う場合がある．このとき，ある解釈を持つにふさわしい
絵文字を，支持される解釈の順に並べることができれば，
メッセージ作成者が参考にすることができる．
我々は，ある解釈を検索語として投げ，絵文字に付与

されている解釈語を手がかりに，その検索語にふさわし
い絵文字を順位付けするための尺度を提案する．

2 意味的関連度
任意の検索語が与えられたとき，個々の絵文字がそ

の検索語にどれくらいふさわしいかを意味的関連度
（semantic relevance, SR(wi, ek)）として定義する．こ
のとき絵文字は，解釈語のリストと，解釈語ごとにその
解釈語を付与した人間の数を頻度として持つ．
ある絵文字における，ある解釈語の出現率（その解釈

語の頻度を，その絵文字のすべての解釈語の頻度合計で
割った値）は，その絵文字がどれくらい多くの人たちに，
その解釈語で支持されているかを表す．
絵文字 ekの解釈語を w1, w2, ．．．, wnとし, その解釈

語の出現率を P (w1|ek), ．．．, P (wn|ek)とする．このと
き，wi を検索語としたときに, 絵文字 ek を提示するこ
とが妥当であることを示す最も簡単な指標は P (wi|ek)
になる．しかし，このままでは解釈語間の類似度は考慮
されない．これを解決するために，解釈語間の類似度を
定義する．これを用いて，wi を検索語として用いたと
きに，絵文字 ek を提示することが妥当であることを示
す指標 SR(wi, ek)を次で計算できる．

Eiは，wiが解釈語となる絵文字の集合を，|Ei ∩ Ej |
は，wiとwj両方を解釈語として持つ絵文字の要素数を，
|Ei ∪ Ej |は，wi か wj のどちらか一つでも解釈語とし
て持つ絵文字の要素数を表す．

表 1 検索語「すやすや」の意味的関連度 (SR)
絵文字 SR 解釈語と頻度

おやすみ [17] ねる [9] すやすや [7]

0.645
おやすみなさい [6] 寝る [4]
ねむる [3] 睡眠 [3] ぐーぐー [2]

ねてる [2] 夢 [2] 夢の中 [2] 夜 [2] ・・・
おやすみ [44] おやすみなさい [16]

0.193
寝言 [5] 夢 [5] ねごと [4]
寝る [3] 睡眠 [2] ねむる [1]

ゆめ [1] 家の夜 [1] 寝ている [1] ・・・
夜 [63] よる [16] おやすみ [3]

0.141
深夜 [2] おやすみなさい [1]

にわとり [1] コケコッコー [1] 就寝 [1]
朝 [1] 夜中 [1] 夜明け [1] 夕方 [1] ・・・

SR(wi, ek) =
∑

j

P (wj |ek)|Ei ∩ Ej |/|Ei ∪ Ej | (1)

意味的関連度（SR）を計算する絵文字検索システム
のプロトタイプを実装し，絵文字 120個の解釈語リスト
と頻度情報を与え，提案尺度が有効であるかを実験した．
表 1に，検索語「すやすや」を投げたときの検索結果を
示す．二番目のコラムに SR値を記す．検索結果の一番
上の絵文字は「すやすや」という解釈語を持つが，それ
以外の絵文字は持たない．しかしどれも眠っている様子
を描いており，「すやすや」にという解釈を持つにふさわ
しい絵文字といえる．

3 おわりに
絵文字コミュニケーションシステムに使われる創作絵

文字は，多様な解釈を持ったり，同じ解釈を共有したり
するので，どの絵文字を使えばよいか迷う場合がある．
意味的関連度を提案することで，ある解釈を持つにふさ
わしい絵文字を順位付けできた．※本稿に掲載された絵文
字の著作権は特定非営利活動法人パンゲアに帰属します．
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